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平　成　24　年　度 　決算とは、町税や補助金などの収入が
「どのくらい入り」、行政運営に必要な支
出として「どのように活かされたか」を
一般会計、特別会計、事業会計ごとにまと
めたものです。

全会計の決算状況一般会計決算の状況
　平成24年度の一般会計、特別会計、事業
会計を合わせた歳入総額は210億6,841万4
千円で、前年度より11億955万5千円の減少、
歳出総額は200億2,889万4千円で、前年度
より9億2,584万3千円の減少となりました。
　歳入総額から歳出総額を差し引いた収支
は、10億3,952万円の黒字となりました。

越前地域コミュニティ運営委員会による
イルミネーション制作活動

　平成24年度一般会計決算の歳入と歳出を1,000分の1にし、
「越前3兄弟」の世帯の一年間の家計に置き換えてみました。

長男：
かに太郎

長女：
いか美

末っ子：
えび之助

【決算規模】
　歳入は、138億58万6千円で、前年度より4億
138万7千円の減少（2.8％減）となりました。
　歳出は、127億1,249万7千円で、前年度より4
億4,485万4千円の減少（3.4％減）となりました。
【歳入分析】
　町債が織田コミュニティセンター建設事業
債や臨時財政対策債の発行などにより4億250
万円の増加（63.5％増）、県支出金が電源関係
交付金の減少などにより3億2,303万4千円の
減少（25.2％減）となりました。
【歳出分析】
　扶助費が障がい者福祉サービス費や私立保
育所運営委託料の増加などにより6,878万5千
円の増加（4.3％増）、普通建設事業費がデジ
タル防災行政無線設備工事や人工芝ホッケー
場スタンド棟建設工事の完了などにより1億
2,704万8千円の減少（6.6％減）となりました。

越前地域 運営委 会 よ

（単位：千円）

区　分
会　計

歳入歳出
差引残額

（A）ー（B）

歳入決算額
（A） 対前年度比

（%）

歳出決算額
（B） 対前年度比

（%）

一　般　会　計 13,800,586 ▲ 2.8 12,712,497 ▲ 3.4 1,088,089

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,324,976 1.6 2,225,356 3.1 99,620

介 護 保 険 事 業 2,256,722 4.6 2,240,787 5.5 15,935

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 230,687 0.1 230,161 0.2 526

簡 易 水 道 事 業 396,646 ▲ 5.2 391,334 ▲ 5.1 5,312

公 共 下 水 道 事 業 941,117 11.9 934,130 12.1 6,987

集 落 排 水 事 業 362,759 ▲ 6.1 359,534 ▲ 5.3 3,225

温 泉 事 業 31,921 65.2 29,802 87.6 2,119

農林漁業体験実習館事業 26,479 3.1 26,479 3.1 0

宅 地 造 成 事 業 95,897 皆増 95,897 皆増 0

事  

業  

会  

計

上水道事業
収益的収支 281,299 3.8 280,983 3.7 316

資本的収支 4,563 ▲ 39.0 118,959 5.1 ▲ 114,396

国民健康保
険病院事業

収益的収支 302,137 ▲ 76.1 307,437 ▲ 72.7 ▲ 5,300

資本的収支 12,625 ▲ 81.6 75,538 ▲ 28.2 ▲ 62,913

合　　　計 21,068,414 ▲ 5.0 20,028,894 ▲ 4.4 1,039,520

越前さんちの家計簿
収　　　　　　　入

①給料…………………………………… 232万円
町税（町民税や固定資産税など、皆さんから納められた税金）

②財産 ･臨時収入 ………………………… 79万円
使用料（町の施設や設備の利用料など）、負担金（町の事業
で利便を受ける人が負担するお金）、諸収入（貸付金の元利
収入や団体・個人からの負担金など）
財産収入（町の土地などの売却代金）、寄附金（個人や団体
から寄附されるお金）

③貯金の取崩し……………………………… 7万円
繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや特別会計・
企業会計から受け入れるお金）

④前年度の残金………………………… 104万円
繰越金（前年度決算からの繰越金）

小計①　※自主財源…………………… 422万円

⑤支援金………………………………… 855万円
地方交付税（国から交付されるお金）､国 ･県からの補助金（法
律などに基づく交付金や事業の実施に対する補助金）

⑥借入れ………………………………… 103万円
町債（銀行などからの借金）

小計②　※依存財源…………………… 958万円

収入合計①＋②……………………… 1,380万円

支　　　　　　　出

①生活費………………………… 513万円
人件費（各種委員の報酬や職員給与に係るお金）
物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

②医療費………………………… 168万円
扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに係
るお金）

③借金の返済金………………… 177万円
公債費（町債の元金及び利子の支払いに係るお金）

④家の増築や家財などの購入費 … 183万円
普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や
大規模な設備の購入に係るお金）や災害復旧費

⑤修繕費…………………………… 16万円
維持補修費（町の施設の修繕に係るお金）

⑥子どもへの仕送り…………… 162万円
繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

⑦貯金……………………………… 48万円
積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付……………………… 4万円
貸付金（団体などに貸し付けるお金）

支出合計……………………… 1,271万円

支援金が大きいなぁ。
それに、生活費にだいぶ
お金がかかったなぁ。

これからは支援金も
減るだろうから、計画的に
支出をしないとね！

借金は、返済する額以上は
借りないようにして、
今年も減らしたんだよ。

町税
23億1,371万8千円

地方交付税
64億9,401万

3千円

依存財源
95億7,807万8千円

依存財源
95億7,807万8千円

138億58万6千円138億58万6千円

歳 入歳 入

自主財源
42億2,250万8千円
自主財源
42億2,250万8千円

（30.6％）（30.6％）

（69.4％）（69.4％）

町債
10億3,600万円

県支出金
9億5,750万円

国庫支出金 
7億1,289万1千円

＊（　）は構成比

地方譲与税
1億1,925万2千円

地方消費税交付金
1億9,485万9千円

繰越金
10億4,462万2千円

繰入金
6,737万円

分担金及び負担金
3億5,972万5千円

諸収入
2億553万8千円

使用料及び手数料
8,798万8千円

財産収入
1億4,233万7千円

寄附金
121万円
自動車取得税交付金 3,760万7千円
地方特例交付金 849万2千円
利子割交付金 827万7千円
配当割交付金 532万2千円
交通安全対策特別交付金 235万1千円
株式譲渡所得割交付金 151万4千円

＊（　）は構成比

人件費
20億1,109万6千円

繰出金
16億1,866万円

投資的経費
18億2,688万1千円
投資的経費

18億2,688万1千円

その他の経費
54億1,391万9千円
その他の経費
54億1,391万9千円
（42.6％）（42.6％）

127億1,249万7千円127億1,249万7千円
歳 出歳 出

【性質別】【性質別】

義務的経費
54億7,169万7千円
義務的経費
54億7,169万7千円

（43.0％）（43.0％）

（14.4％）（14.4％）

普通建設事業費
18億1,097万8千円

維持補修費 
1億6,479万5千円

物件費
14億7,152万円

災害復旧費
1,590万3千円

補助費等
16億4,135万4千円

積立金
4億7,599万円

貸付金
4,160万円

扶助費
16億8,317万6千円

公債費
17億7,742万5千円

わたしたちのまちの決算報告
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町債（借金）と基金（貯金）現在高の推移

平成24年度に実施した主な事業

　平成24年度末の一般会計、特別会計、企業会計を合わせた町債の
現在高は約246億1,800万円で前年度より14億5,700万円の減少（5.6％
減）、基金の現在高は約52億9,100万円で前年度より3億2,600万円の増加
（6.6％増）となりました。

※町民1人当たりの現在高は、平成24年度末の町債と基金の現在高を同年度末の町
の住民基本台帳人口23,604人で割ったものです。

町債と基金の現在高
を僕たち1人当たり
で見ると、どのくら
いあるの
かなぁ？

の

町債現在高 基金現在高

0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
40,000 36,51136,511

24,61824,61824,618

平成17年度末 平成18年度末 平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末 平成22年度末 平成23年度末 平成24年度末

合併後7年間で

約119億円減少
35,46135,461 33,09933,099 32,06132,061 30,35430,354 28,10428,104 26,07526,075

7,0097,009 5,7365,736 4,6924,692 4,4924,492 4,7324,732 4,5134,513 4,9654,965 5,2915,291

（百万円）

町民１人当たりだと、
町 債　 約104万円
基 金　 約  22万円

になるよ。

快適で安全に住めるまちづくり

人が輝き交流で満ちあふれるまちづくり

個性豊かで誇りのもてるまちづくり 健康で安心して暮らせるまちづくり

【防災・救急体制の充実】
●避難拠点所の整備
　拠点避難所となる小・中学
校に防災備蓄倉庫を整備し、
災害時の避難者の受入体制を
強化 ［456万7千円］

●津波災害の対策
　津波の発生時に沿岸住民が
迅速に避難できるよう、避難
路を整備し、国道305号沿いに
海抜表示板を設置するととも
に、津波ハザー
ドマップを作成
  ［3,224万円］

【地域コミュ ィ 育成】
● づ 活動 支援
　朝日・宮崎・越前・織田の各
地域コミュニティ運営委員会
が取り組む身近な課題の解決
や、地域の特性を活かした自
主的・主体的なまちづくり活
動を支援 ［2,680万4千円］

●コミュニティセンターの
整備　

　織田地区の地域コミュニティ
活動の拠点となる織田コミュニ
ティセンターを整備
  ［4億5,654万4千円］

【観光産業の活性化】
●観光資源の魅力向上
　越知山周辺の案内標
識や山頂の公衆トイレを
整備 ［1,215万4千円］

　越前岬水仙ランドの
遊歩道を整備
 ［999万6千円］

●子育ての支援　
　中学校3年生までの子ども
にかかる医療費の一部を助成
し、子育て家庭を支援（小学
校4年生から中学校3年生まで
は所得税非課税世帯が対象）  
 ［4,373万4千円］

●保育サービスの充実
　宮崎中央保育所にフェ
ンスを取付け、旧宮崎児
童館を乳児室に改修
 ［2,653万2千円］

【医療環境の充実】
●織田病院における
　高度医療機器の整備
　緑内障などの視野欠損
の早期発見を行う「全自
動視野計」を整備
 ［472万5千円］

【保健事業の推進】
●がん検診の実施　
　若い世代や働き盛り
に多いがんを早期に発
見するため、節目年齢
の人（20歳から60歳ま
での5歳刻み）に「がん
検診無料クーポン券」 「検診手帳」を配布し、がん検診
の受診を積極的に勧奨 ［1,686万2千円］

【子育て・少子化対策の充実】
●妊婦・乳児健診の実施
　妊婦・乳児の心身の異常
を早期発見するため、妊
婦・乳児健診を実施（里帰
り出産の県外での妊婦・乳
児健診費用も助成）
 ［1,671万5千円］

【下水道等の整備】
●下水処理施設の高度化
　施設の長寿命化計画に基
づき、朝日浄化センターの
機械電気設備を改修し、機
能を向上 ［1億4,400万円］

【学校教育環境の充実】
●中学校空調設備の
　整備
　朝日・宮崎・越前・織
田中学校の普通教室に
エアコンを整備
 ［7,826万7千円］

避難物資を備えた防災備蓄倉庫

朝日地域コミュニティ運営
委員会による愛称誕生会

越知山頂に整備された
公衆トイレ

登山者のための道標

織田コミュニティセンター

越前水仙を観覧できる遊歩道

織田病院に整備された
全自動視野計

移動検診車によるがん検診

乳児健診と育児指導を実施

乳児の入所増に対応できる乳児室子どもの安全を守るための
フェンスを設置

設備を改修した朝日浄化センター

中学校の普通教室に
整備されたエアコン

【特産品の魅力向上】
●特産品開発の支援
　地元産の魚介類を使
用した新商品を製造・
保存するための資機材
の購入を支援
 ［30万6千円］

元気で活力みなぎるまちづくり
【農業の振興】
●有害鳥獣の防除対
策の推進

　有害獣による農作物
への被害を防ぐため、
電気柵の設置や捕獲活
動を支援
 ［834万2千円］

【水産業の振興】
●水産環境の整備
　漁獲量の増大を目指し、アマエビ・アカガレイ・ズワ
イガニの底びき網漁場の海底耕うんを実施
   ［6,024万円］

地域で行う電気柵の設置を支援

季節ごとに具材が変わるシーフード
グラタンの開発を支援

高台につながる避難路

海岸沿いに設置
された海抜表示板


